
アドミッション
ポリシー
[水産学部]

本学部は、水産科学に関する専門知

識及びこれに関連する広範な分野に関

する科学的知識を体系的に教授するこ

とにより、水圏における生物資源の持続

的な生産及び総合的な利用並びに環

境の保全に関する課題を解決するため

に必要な能力を有する人材を育成する

ことを目的とします。

水産学部の目的

水産学部は、水圏生物資源の持続的

生産と総合的な利用、および環境の保

全を目指した体系的な水産科学教育

により、人類社会の繁栄へ貢献すること

を理念とします。

学部の理念
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「海洋・環境・生物・資源」などの水産科学や関
連する広範な学問分野の学修を通じて、人類の
生存と繁栄に寄与しうる創造的人材の育成

1.

水圏生物資源の持続的生産を可能にする地球
規模での環境保全と生産の調和についての知識
を有する意欲的・国際的人材の育成

2.

水圏生物資源の総合的な利用を通じて社会へ
の貢献を行いうる指導的人材の育成

3.

教育目標
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水圏の環境や生物・資源に強い関心があり、
水圏環境と生物生産の調和を目指して社会
に貢献する意欲のある学生

1.

水圏生物やその成分の機能を学び、水圏生
物資源を合理的な方法で利用することで、健
全な人類の発展を目指して社会に貢献する
意欲のある学生

2.

将来、海洋・水産・環境分野における政策、
管理などに関する国内外の機関やプロジェクト
に参加して活躍する意欲のある学生

3.

求める学生像



アドミッション
ポリシー
[水産科学院]

本学院は、海洋・水圏の環境、資源、生
命、産業に関する大学院教育により、高
度な研究能力、広い視野、地球規模の
行動力を持つ、創造的で意欲ある人材の
養成を行います。そのために、海洋・水圏
の生物資源の持続的生産とそれらの効率
的利用、さらにそれらを保証する海洋生態
系の保全の基礎と応用を総合的に考究
する学問体系としての水産科学の修得を
目的とします。

水産科学院の目的

大学院水産科学院は、人類社会の永続
的発展のため、海洋・水圏の生態系の保
全、生物資源の持続的生産とそれらの効
率的利用を考究することを理念とします。
そのために、人類の共有財産である海洋・
水圏の生物資源の持続的生産とそれらの
効率的利用、さらにそれらを保証する海洋
生態系の保全の基礎と応用を総合的に
考究する学問体系としての水産科学の修
得を目的とします。

大学院の理念
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水産科学院では、海洋・水圏の環境、資源、生
命、産業に関する大学院教育により、高度な研
究能力、広い視野、地球規模の行動力を持つ、
創造的で意欲ある人材の育成を目指し、下記の
教育目標の達成に取り組みます。

水圏の豊かな生物生産を保証する多様性に富む
水圏環境の保全と人類存続のための資源利用
という相対する命題の調和を図る意欲のある人
材を養成します。

1.

水圏生物の特異な生命機能、生体機能の科学
的究明と理解を通じて、水圏生物資源の多面的、
効率的利用と人類社会への還元を行うための高
度な知識と技術、および行動力を身に付けた人
材を養成します。

2.

教育目標
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水圏の環境や生物・資源に強い
関心があり、水圏環境と生物生
産の調和を目指して社会に貢献
する意欲のある学生

1.
水圏生物やその成分の機能を解
明し、水圏生物資源の合理的な
利用研究を通して、健全な人類
の発展を目指す社会に貢献する
意欲のある学生

2.
高度な研究経験と広範な社会
経験を通じて、将来、海洋・水
産・環境分野における政策、管
理などに関する国内外の機関や
プロジェクトに参加して活躍する意
欲のある学生

3.

求める学生像

求める学生像




